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先
月
号
に
続
き
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
つ
い
て
、
公

益
財
団
法
人
健
康

・
体
力

づ
く
り
事
業
財
団
の
作
成

し
て
い
る
健
康
手
帳
の
抜

粋
を
掲
載
し
た
い
。
▼
内

臓
脂
肪
を
た
め
な
い
食
生

活
の
ポ
イ
ン
ト
は
５
つ
あ

る
。
ま
ず
は
、

【
３
食
を

き
ち
ん
と
】
と
く
に
朝
ご
は
ん
が

大
切
。
食
事
を
抜
く
と
、
次
の
食

事
で
最
大
限
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収

し
体
脂
肪
と
し
て
蓄
え
よ
う
と
す

る
た
め
、
か
え
っ
て
太
り
ま
す
。

朝
ご
は
ん
は
脳
を
目
覚
め
さ
せ
る

大
切
な
食
事
で
す
。
時
間
が
な
い

場
合
で
も
、
バ
ナ
ナ
１
本
で
も
、

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼

次
は
、

【ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん

で
、
腹
八
分
】
早
食
い
は
肥
満
の

も
と
。
脳
が
血
糖
を
感
知
し
て
出

す
満
幅
の
信
号
が
間
に
合
わ
ず
、

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ひ

と
箸
ひ
と
箸
、
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
▼
続
い
て
、

【薄
味
で
脂
肪
控
え
め
】
こ
っ
て

り
甘
辛
い
お
か
ず
は
、
つ
い
つ
い

食
が
進
ん
で
食
べ
過
ぎ
ま
す
。
ま

た
、
揚
げ
物
は
衣
が
油
を
吸
収
す

る
の
で
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
調
味
料
も
使
い
過
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
▼
さ
ら
に
、

【彩
り

よ
く
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
と
】

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
も
豊
富
な
う
え
、
赤
、
黄
、

緑
、
紫
、
白

と
、
野
菜
の
色
や

香
り
成
分
に
健
康
を
増
進
さ
せ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

一
日
に
緑
黄

色
野
菜
１
２
０
ｇ
以
上
、
淡
色
野

菜
を
２
３
０
ｇ
以
上
、
あ
わ
せ
て

３
５
０
ｇ
以
上
と
る
の
が
目
安
。

▼
５
つ
目
は
、

【食
事
は
２
～
３

日
単
位
で
考
え
る
】
宴
会
や
特
別

な
こ
と
が
あ
る
と
、
食
べ
過
ぎ
に

な
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
時
は
、
そ
の
前
後
の
食
事

で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
福
岡
県
協
で
は
10

月
25

日
Ｔ
Ｋ
Ｐ
博
多
駅
前

シ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
２
０

１
５
統

一
地
方
選
挙
勝
利
研
修

会
を
開
催
し
た
。
研
修
会
で
は

冒
頭
岩
永
議
長
が

「安
定
的
な

労
使
交
渉
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
政
策
課
題
の
解
決
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
政
治
の
力
が
必
要
で
あ
り

来
春
の
統

一
地
方
選
に
お
い
て

は
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
公
認
や
推

薦
を
行

っ
た
予
定
候
補
者
全
員

を
当
選
さ
せ
る
べ
く
活
動
を

行

っ
て
い
く
。
」
と
挨
拶
を
行

っ
た
。
続
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
吉
田
教

育
広
報
部
長
が
Ｊ
Ｒ
連
合
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
安
全
の
取
り

組
み
、
政
策
課
題
の
取
り
組
み
、
労
働
条
件
向
上
の
取
り
組
み
、
民

主
化
闘
争
の
取
り
組
み
を
中
心
に
基
調
講
演
を
行

っ
た
。
ま
た
、
三

島
貨
物
経
営
安
定
化
Ｐ
Ｔ
や
貨
物
鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
Ｐ
Ｔ
、
鉄

道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
等
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
Ｊ
Ｒ
連

合
福
岡
地
方
議
員
団
の
メ
ン
バ
ー
が
各
自
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
来
春
の
統

一
地
方
選

へ
の
決
意
を
表
明
し
た
。 

内田弘幸さん 運行管理部（電力） 
○ 現在の家族構成  

 妻と息子の３人暮らし。 

○ 日課・趣味  

 最近少々疲れ気味ですが、のんびりと趣味の登山・レコード鑑賞・映画   

 (DVD)・読書等を楽しんでいます。 

○ 旅行しました 

 妻と二人で北海道は道北へ旅行に行きました。 

○ 最後の職場とその後 

 平成１２年４月の運行管理部を最後に退職しました。その後は九州電気 

 システムに再就職を行い、現在は鳥栖電力工事所に在籍中です。 

 

福
岡
地
本
で
は
、
10

月
1

日
～
10

月
23

日

ま
で
の
間
、
56
箇
所
の
会
場
で
総
対
話
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
本
部
よ
り
２
０
１
４

年
度
労
働
協
約
改
訂
の
取
り
組
み
や
、
組
織
課
題

の
取
り
組
み
・
政
策
課
題
の
取
り
組
み
・
安
全
問

題
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
提
起
を
受
け
ま
し

た
。
集
会
で
は
参
加
者
よ
り
55
歳
以
降
の
賃
金

問
題
や
各
職
場
の

職
場
環
境
に
関
す

る
意
見

・
乗
務
員

に
対
す
る
調
整
手

当
支
払
い
期
間
の

延
長
を
求
め
る
意

見
等
が
出
さ
れ
、

本
部
役
員
や
福
岡

地
本
の
役
員
と
意

見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

 

  

 

    

  

乗務員に対する調整手当の支払い期間の変更等について乗務員に対する調整手当の支払い期間の変更等について乗務員に対する調整手当の支払い期間の変更等について乗務員に対する調整手当の支払い期間の変更等について    

1、支払期間 

 乗務員に対する調整手当の支払対象者のうち、平成19年度初年 

 令46才以下の者について、調整手当の支払期間を平成27年度ま 

 でとする。 

2、支払額 

 平成19年度初年令46才以下の者に対する平成27年度の調整手当 

 の支払額（月額）は、旧制度と現行制度での乗務員手当の差額 

 から20,800円を差し引いた額とする。ただし、算出した額が0 

 又はマイナスとなる場合は、調整手当は支払われない。 


